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  ＮＩＨＵプログラム「イスラーム地域研究」の拠点である早稲田大学イスラーム地域研究所
で、拠点の研究活動の一環として、 『イブン・ハルドゥーンの自伝』の原典からの翻訳を、共同研究として立ち上げよう、という話しが出たのは二〇〇七年の春のことである。早稲田拠点の研究テーマは「イスラームの知 文明」であり、その中の研究グループ一のテーマは「イスラームの知と権威：動態的研究」 である。 研究所の所員である佐藤健太郎さんや中町信孝さん （現甲南大学）と話し合った結果、このグループ一の テーマに相応しい共同研究であるということで、さっそく準備に取りかかった。　
第一回の会合は二〇〇七年十月六日 （土）
の午後に早稲田拠点で開催された。十五名におよぶ研究者や大学院生が参加することとなった。その会合で、講読会の目的や進め方、スケジュールなどが検討 れた。会合は毎月一回、第一土曜日の午後 四～五時間くらいの見当で開催されることになった。毎回、二名がそれぞれに割り当てられた翻訳部分（原典で十頁ずつ）の下訳を、一週間前にネット上で提出し 参加者はそれを事前に読み検討した上で、講読会当日に担当者の説明を聞きながら、詳細に検討を加えてゆくというやり方をとること なった。この時の話し合いでは、一回の講読会で原典の二〇頁分ずつ進むということになったが、実際 その次 回からやってみ
ると、一名分、すなわち十頁分進むのでさえほとんど不可能であるということがわかった。そのため現在では、午後一時から六時くらいまでかけて、一名の担当分の進めるところまで進む いうやり方に っている。一名の担当分につき、二回から三回の会合を要している。　
実際に翻訳作業を始めてみると、困難な
ことが数多く出てきた。事実として書かれていることを他の史料で確認するのも 他の史料が言及しているような事柄ならば、比較的、簡単であるが、たとえば、あまり歴史に名前を残してないような人物や地名が出てきたりすると、 「これは、いった誰（どこ）なんだ」ということで 四苦八苦することになる。また、アラビア語に独
特の難しさもある。例えば、アラビア語は代名詞をよく使うが、その代名詞が何を指しているのか、わかりにくいことがよく起こる。その上に、イブン・ハルドゥーンのアラビア語が、我々の苦労をさらに大きくする。イブン・ハルドゥーンは支配者の公式文書の書き手として名を馳せた人で、大した意味もないが、こった語彙を使ってくどくどと語ったり、きどった美文調で書い
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イブン・ハルドゥーン自伝講読会　　　
「日暮れて道遠し」
　『イブン・ハルドゥーン自伝』の「原典講読会」について
　
湯川
　
武
　
  人間文化研究機構／早稲田大学客員教授 （専任）
たり、時には慇懃無礼とも取れる表現まで混じって 翻訳するのがきわめて難しいものが多い。そのような中で、私たちをもっとも悩ませている は、数多く出てくる詩の翻訳である。アラビア語の古典詩の専門家がいないこともあ 、詩の翻訳には全員で議論を重ね、意味の通 ような訳にするのはどうすればいいかということ 長い時間がかかっている。独特の文体で書かれた文書や手紙の類も難問である。 外、いくつも難しい問題はあるが、ともかく各自の担当分が終わったところで、担当者は会合で 意見や議論を踏まえた上 再度、翻訳を修正し全員にネット上 配信する。　
このようにして修正された翻訳が、ある
程度たまった二〇〇八年の七月には、合宿検討会を開き、それまでに出てきた翻訳をいくつか並べてみて、 問題点を検討 つつ
内容の再検討や訳語の調整から、さらにテクニカル・ターム 固有名詞の問題など細かい点に至るまで議論を重ねた。そしてその結果を受けて、それぞれの担当者はもう一度自分の訳稿を書き直して提出するという方式が固まった。同じ趣旨の合宿は同年の十二月にも開催された。　
この講読会を始めてからすでに一年半近
く経っているが、 まさに 「日暮 て、 道遠 」の感をしみじみ味わっている。しかし、他方では、共同研究とはほど遠 ところにいて、個人的な研究に埋没している人文系の研究者 とくに文献研究を主とする歴史研究者にとって、十名以上の人々との共同作業を通じて、互いに知識と理解を補い合つつ高め合い、そしてそれ 通じ 当該分野の研究に何らかの寄与ができる機会は、
それほどあることではない。 参加者全員が、その点に意義を見出して、この講読会を続けているのである。　
なお、この原典講読会の成果は、イスラ
ーム地域研究の「原典翻訳シリーズ」の一冊として、三年以内に刊行され 予定である。本ジャーナルには、翻訳作業の途中経過を踏まえて、逐次、研究ノート的な形で、発表していく予定である。こ 号には、佐藤健太郎さんの『自伝』の解題と 同氏よる新たな注が付け加えられた 柳谷あゆみさんの『自伝』の最初の部分の訳注が掲載される。次号には、 『自伝』 の部分の、阿久津正幸さんによる訳注と、写本テクストについての、橋爪烈さんの論文が掲載される予定である。
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　『イブン・ハルドゥーン自伝』は、正確には『本書の著者イブン・ハルドゥーン自伝、そして彼の東西の旅の記録
al-Taʻrīf bi-Ibn K
haldūn m
uʾallif hādhā al-kitāb w
a R
iḥlat-hu gharban w
a 
sharqan 』という。 「本書の…」とあるのは、イブン・ハルドゥーンの大部な史書『省察すべき
実例の書、アラブ人、ペルシャ人、ベルベル人および彼らと同時代の偉大な支配者たちの初期と後期の歴史に関する集成
K
itāb al-‘ibar w
a dīw
ān al-m
ubtada’ w
a al-khabar fī ayyām
 al-‘A
rab w
a 
al-‘A
jam
 w
a al-B
arbar w
a m
an ‘āṣara-hum
 m
in dhaw
ī al-sulṭān al-akbar
』 のことである。すなわち、
『自伝』は元来、独立した著作として執筆されたものではなく、史書『省察すべき実例の書』の末尾に付されたものなのである
。
もっとも、この自伝は末尾に付されたものとはいっても、その分量は底本 したイブン・ターウィートの校訂版にして四〇〇ページを越えるかなりのものである。　
自伝を収録する史書『省察すべき実例の書』は、 現在伝わっている写本から判断して、 執筆時期によって初期・中期・
後期の三つの系統に分類されることが多い
。イブン・ターウィートによれば、 初期バージョンはハフス朝君主アブー・
アッバースに献呈したもの、その後、エジプト移住後にマムルーク朝君主バルクークに献呈したものが中期バージョン、そして最晩年に至るまで き加え続けたものが後期バージョンである。これにともない、 『省察すべき実例の書』の末尾におさめられた自伝にもそれぞ 異同がある。新しい の方がより晩年の出来事を記述しているのはもちろん、その他にも字句 変更や詩文・書簡等の追加がな ている。したがって 初期バージョンもしくは中期バージョンに依拠 たとされるブーラーク版『省察すべき実例の書』 収録され いる自伝は、我々が翻訳にあたって底本としたイブン・ターウィ トの校訂版 七割強の分量しかない。また、 標題にも違いがある。初期バージョンの写本では、 『本書の著者イブン・ハルドゥーンの紹介』と み題されており、 『彼の東西の旅 記録』という部分が付け加わるの 中期バージョン以降の写本である。　
なおイブン・ターウィートの校訂および写本系統の検討は、イスタンブル、カイロ、ラバトとい た中東・北アフ
リカ諸地域の写本のみに依拠 ており、ヨーロッパ各地の図書館に所蔵されて る写本 検討をおこな な 。この点については、さらなる調査・検討が必要であろう。
（１）
  この書名の日本語訳は森本公誠にならった（ 『歴史序説』第一巻、三一―三二頁） 。
（２）
  ただし、イブン・ハルドゥーンは『省察すべき実例の書』の「まえがき」において、その著作の構成を序論と三部（歴史序説、アラブとマシュリクの歴史、
ベルベルとマグリブの歴史）に分けたとのみ述べており、 そこには自伝は含まれていない（
P
rolégom
ènes
, v
o
l. 1
, p. 6
; 『歴史序説』第一巻、 二九―三〇頁） 。
（３）この点についてはイブン・ターウィートによる解題を見よ（
al-Ta‘rīf, pp. w
-z. ）  ブーラーク版は、イブン・ターウィート校訂版の二七九頁以降を欠いている。
チュニス
セウタ
アルヘシラス
セビーリャ
コルドバ
グラナダ
アルメリーア
ムルシア
バレンシア
サラゴサ
ロンダ
タンジール
ラバト
フェズ
マラケシュ
シジルマーサ
トレムセン
バレアレス諸島
ザイヤーン朝
カスティーリャ王国
ポルトガル王国
ハフス朝
ナスル朝
マリーン朝
サ　　ハ　　ラ　　砂　　漠
地　　中　　海
ア　
　ト
　　
ラ　
　ス
　　
山　
　脈
ア　　
ト　　
ラ　　
ス　　
山　　
脈
ビジャーヤ
コンスタンティーヌ
カイラワーン
スファークス
ガーベス
トリポリ
ローマ
ジェノヴァ
バルセローナ
リスボン
トレード
アラゴン連合王国
イフリーキヤ
アンダルス
マ　　グ　　リ　　ブ
地図１　イブン・ハルドゥーンの時代のマグリブ・アンダルス（14世紀）
シチリア島
セウタ
ジブラルタル海峡
アルヘシラス
グアダルキビル川
グアダルキビル川
セビーリャ
ニエブラ
コルドバ
グラナダ
アルホーナ
ハエン
カルモーナ
アルメリア
ムルシア
バレンシア
ロンダ
タンジール
ラバト
フェズ
トレムセン
地　　中　　海
リスボン
トレード
バダホス
地図２　アンダルス南部
マラガ
地図１　イブン・ハルドゥーンの時代のマグリブ・アンダルス（14 世紀）
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『イブン・ハルドゥーン自伝』について
佐藤
　
健太郎
　
人間文化研究機構／早稲田大学客員准教授 （専任）
 
　　
１
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。I bn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a 
R
iḥlat-hu sharqan w
a gharban
, ed. M
uḥa m
m
ad 
ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-
T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a al-N
ashr, 1951 （註で
は
al-Ta‘rīf
とした）
・
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。Ib
n
 K
h
ald
û
n
, L
e L
ivre des exem
ples. T
.1 
A
utobiographie, M
uqaddim
a , tr. A
bdesselam
 
C
heddadi, P
aris: G
allim
ard, 2002 （註では
A
utobiographie
とした）
・
　　
２
当然のことながら、イブン・ハルドゥーンの『歴史序説』および彼の史書『省察すべき実例の書』は、彼の自伝を読み解くうえ
で参考になるところが多い。主に使用したのは、 以下の校訂版および日本語訳である。Ibn K
haldūn, T
ārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā 
bi-K
itāb al-‘Ibar, 7 vols., B
eirut, 1971 （ブー
ラーク版のリプリント。註では
al-‘Ibar
と
した）
・
Prolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe 
publié d’après les m
anuscrits de la B
ibliothèque 
im
périale , ed. M
. Q
uatrem
ère, Paris, 1858 （註
では
Prolégom
ènes
とした）
・
イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳『歴史序説』全四巻、東京
: 岩波書店（岩波文
庫） 、岩波書店、二〇〇一年（註では『歴史序説』とした） 。　　
３
訳文と原文の対照がしやすいよう、訳文中に
//p.002//
などとして校訂版のページの
切れ目を示した。　　
４
年代は、訳文ではアラビア語原文のヒジュラ暦表記を西暦に換算 上で、ヒジュラ暦／西 の形式で記した。一方、註では必要な場合を除いて西暦のみ記した。ヒジュラ暦を西暦に換算する際、年代 決定しがたい場合には「六八五／一二八六
 ―七」
あるいは「一二八六―七」のよう 記した。　　
５
訳文中の括弧のうち、 ［
　
］は訳者による
語句の補足、 （
　
）は簡単な語彙の説明や
言い換えである。また、 『
　
』 は書名を示す。
長文にわたる引用は、一段下げて記した。　　
６
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』東京
: 岩波書店、
二〇〇二年の方式に拠っ 。
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凡
　　
例
　
さて、この家（イブン・ハルドゥーン
の家系）の起源はセビーリャ
にある。
我々 先祖は、 「ガリシア人」 （キリスト教徒
）の王イブン・アルフォンソ
がセ
ビーリャを征服し［ムスリムたちがその地を］脱出したとき
、七／十三世紀中葉に
チュニスに移った。イブン・ハルドゥーンの 譜　
アブドゥッラフマーン・イブン・ムハン
マド・イブン・ムハンマド・イブン・ムハンマド・イブン・ハサン・イブン・ムハマド・イブン・ジャービル イブン・ムハンマド・イブン イブラーヒーム・イブン・アブドゥッラフ ーン・ ブン・ハル ゥーン。私はこれらの十人しか、ハルドゥ ンへと至る系譜を述べない
。おそらくもっ
と多数おり、彼らと同じくらいの数が抜け落ちているだろう。　
なぜかというと、このハルドゥーンは
ンダルス
へのダーヒル（入植者）
だから
である。だから我々の先祖の入植が征服の最初期であったら、この時代までの期間は七〇〇年である
。そうすると、第一巻の
最初で前述したように、一〇〇年ごとに三人として我々の先祖は二〇人ということになる
。
　
我々の出自は、ヤマンのアラブ（南アラ
ブ）に属するハドラマウト族
に由来し、
アラ の部族長の一人、ワーイル・イブン・フジュルへと遡る。 ［ワーイル・ ブン・フジュルは］よく知られた人物 、預言者との教友関係
を有している。
　
アブー・ムハンマド・イブン・ハズム
『アラブ系譜集成』
で
[ ワーイルについて
]
このように述べた。
さて、彼はワーイル
／／
p.002
／／
・イブン・
フジュル・イブン・サイード・イブン・マスルーク・イブン・ワーイルヌウ ーン・イブン・ラビーア・イブン・ハーリス・イブン・アウフ・イブン・サアド・イブン・アウフ アディー・
イブン・マーリク・イブン・シュラフビール・ ハ ス イブン・マーリク・イブン・ムッラ・イブン・ヒムヤ ー・イブン ザイド・イブン・ハドラミー・イブン・アムル・イブン・アブドゥッラー・［イブン・ハーニー・］
イブン・アウフ・
イブン・ジュルシム・ アブド・シャムス・ ザイド・イブン・ ーイ・イブン・シャ ト・イブン・クダーマ・ ブン・アアジ ・イブン マーリク・ ブン・ラーイ・イブン・カフタンである。彼の息子はアルカマワーイルとアブドゥルジャッバール・イブン・ワーイルである。
　
アブー・ウマル・イブン・アブドゥル
バッルが、 『教友の知識についての把握』のワーウの文字の項の中で彼 述べるには、
　
ワーイル・イブン・フジュルは預言者
――アッラーの祝福と平安が彼の上にありますように――を使者 して訪れた。
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イブン・ハルドゥーン自伝
 
　　　　
慈悲深く慈愛あまねきアッラーの御名において
　　 　　 　 　　
本書の著者イブン・ハルドゥーン自伝、そして彼の東西の旅の記録
 
　　 　　　　　　　　　　　　　　　
訳：柳谷あゆみ（人間文化研究機構／東洋文庫研究員）
 
　　　 　 　　　　　　　　　　　　　
註：柳谷あゆみ
 
　　　
佐藤健太郎（人間文化研究機構／早稲田大学）
すると預言者は彼のために自分の外衣を広げその上に座らせて言った。「アッラーよ。ワーイル・イブン・フジュルとその息子、そしてその息子 息子に、復活の日に至 まで祝福をお与え下さい」 。　
預言者は彼とともにムアーウィヤ・イ
ブン・アビー・スフヤーン
を彼の部族
のもとへ遣わしてク アーンとイスラームを教えた。
／／
p.003
／／
そのことによっ
て彼はムアーウィヤと親交を持った。　
ムアーウィヤがカリフ位に就いた初期
に、ワーイルが使者 して訪れた。するとムアーウィヤは彼に報奨を与えたが、彼は報奨を受け取らずに返し　
そしてクーファでフジュル・イブン・
アディー・キンディーの事件
が起こっ
たとき、このワーイルを含めたヤマンの民（南アラブ系部族）の長たちが集まった。彼らはズィヤ ド・ ブン・アビー・スフヤーン
に与してフジュルに敵対
し、ついには彼を捕縛してムア ウィヤのもとへと連行した。そこで、よく知られているように、ムアーウィヤは彼を殺した。
　　
イブン・ハズムはこう述べた
。
　
セビーリャ人であるハルドゥーン家
は、ワーイルの子孫であると言われてる。彼らの祖は、 東方からのダーヒル （入植者） 、ハルドゥーンことハーリド・イブン・ウスマーン・イブ ・ハーニー・
イブン・ハッターブ・イブン・クライブ・イブン・マアディーカリブ・イブン・ハーリス・ ワーイル・イブン・フジュルである。
　［イブン・ハズムは］また、こう語った。
　
ハルドゥーン・イブン・ウスマーンの
末裔には、クライブ・イブン ウスマーン・イブン・ハルドゥーン
とその兄弟
のハーリドがいた。二人はアンダルス最大の反乱者
であった。
　
さらに、イブン・ハズムの言によると
　
そして彼の兄弟のムハンマドだが、そ
の末裔にはアブー・アースィー・アムル・イブン・ムハンマド・イブン・ハーリド・イブン・ムハンマド・イブン・ ルドゥーンがいた。また、アブー アースィ の息子たちは、ムハンマドと フマド、そしてアブドゥッラーである。
　［イブン・ハズムは］述べた。
　
そして彼らの兄弟の
ウスマーン、彼
には末裔がおり、その中には有名なアンダルスの学者で、マスラマ・マジュリーティー
の門弟もいる。
／／
p.004
／／
彼は、
アブー・ムスリム・ウマル・イブン・ムハンマド・イブン・バキー・イブン・アブドゥッラー・イブン・バクル・イブン・ハーリ ・イ ン ウ マーン・イブン・
ハーリド・イブン・ウスマーン・イブン・ハルドゥーン ダーヒル
である。また、
アブー・ムスリムの父方の従兄弟は、アフマド・イブン・ムハンマド・イブン・アフマド・イブン・アブドゥッラーである。
　［イブン・ハズム］は述べた。
　
前述の ［反乱者の
］頭目であったクライ
ブの子孫では、アブー・ファドルン・ムハンマド・イブン・ハラ ・イン・アフマド・イブン・アブドゥッラーイブ クライブだけが残った。
　
イブン・ハズムが述べたところ ［の引用］
はこれにて終了する。アンダルスでのイブン
・
ハルドゥー
ンの祖先　
我々の祖、ハルドゥーン・イブン・ウス
マーンはア ダルスに入ったとき、彼の一族、ハドラマウト 集団を率いてカルモーナ
に定住した。そして彼の子孫の家はそ
の地で発展し、それからセビーリャに移った。彼らはヤマン系の軍管区
に属してい
た。　
ハルドゥーンの末裔、クライブとその兄
弟のハーリドはアミール・アブドゥッラー・マルワーニ
の治世にあの有名な反乱を
セビーリャで起こし クライブはイブン・アビー・アブダ
に対して反乱を起こ
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し、 ［セビーリャを］彼の手から奪い、数年間領有した。その後、イブラーヒーム・イブン・ハッジャージュ
がアミール・ア
ブドゥッラーの命に従って彼に対して反乱を起こし、彼を殺害 れは三／九世紀末のことである
／／
p.005
／／
。
　　
さて彼の反乱についての情報の概要は、
イブン・サイード
が伝えたところに基づ
くと
[ 以下の通りである
] 。なお、
[ イブン・
サイードは、
] ヒジャーリー
とイブン・
ハイヤーン
などの伝聞に
[ 拠っており、
]
また、彼らはセビーリャの史家、イブン・アシュアス
の言を伝えている。
　
アンダルスがアミール・アブドゥッ
ラーの治世において内乱により混乱したとき、セビーリャの長たちは反乱を起こし自立することを目指した。その長たちは、三つの家に属していた。　
アブー・アブダ家。当時の彼らの家長
はウマイヤ・イブン・アブドゥルガーフィル・イブン・アビー・アブダである。かつて、アブドゥッラフマ ン・ダ ヒル
は
[ 初代
] アブー・アブダ
をセビー
リャ及びその周辺諸地域の総督職に任じた。そしてこのアブー ア ダの孫のウマイヤはコ ドバ 王朝 （後ウマイヤ朝）の名士の一人で、広大な領土を委ねられていた。　
次に、かのハルドゥーン家。その家長
は前述のクライブで、兄弟のハーリドがその後を継いでいる。
　
イブン・ハイヤーンはこう述べた。
　
さて、ハルドゥーン家は、今に至るま
でセビーリャで名声の極みにある。その名士たちは、政治の面でも文化の面でもずっと最上位であり続けている。　
次にハッジャージュ家。当時の彼らの
家長はアブドゥッラーである。
　
イブン・ハイヤーンはまたこう語った。
　
彼ら――つまり、
／／
p.006
／／
ハッジャー
ジュ家――はラフム族
の出身である。
彼らの家は、今に至るまでセビーリャにしっかりと根付き、枝葉を広げ、政治の面でも文化の面でも最上位にあると称賛されている。　
というのは［以下の事情による］ 。
　
アミール・アブドゥッラーはアブー・
アブダ家のウマイヤ・イブン・アブドゥルガーフィルをセビーリャの総督に任じ、彼とともに自分の息子ムハンマドを送って ウマイヤの保護下にお ていたのだが、二八〇年代／九世紀末 アンダルスで内乱が激化したとき、セビーリャの兵士たちは集結してアミール・アブドゥッラーの息子のムハン ドと自分たちの主人であるウマイヤに対して蜂起した。 ［実は］ウマイヤ 彼らの蜂起を支援しており、アミー ・アブドゥッラーの息子を欺いていた であるが。　
兵士たちは両者（ムハンマドとウマイ
ヤ）を城砦内に包囲したので、ついにムハンマドは彼らに自分が父のもとに戻れるよう求めた。それで、彼らはムハンマドを
[ 城外に
] 出し、ウマイヤがセビー
リャを占有した。　
さて、アブドゥッラー・イブン・ハッ
ジャージュが謀殺された。するとウマイヤは［故人の］兄弟のイブラーヒームを故人の地位に据えてセビーリャを掌握し、ハルドゥーン家及びハッジ ージュ家の子息たちを人質とした。　
それから、ハルドゥー ン家とハッ
ジャージュ家はウマイヤに対して反乱起こしたが、ウマイヤは彼らの子息たちを殺そうとしたので、彼ら 再びウマイヤに服従し、誓いを立てた。するとウマイヤは彼らの子息 ち 解放した。　
そこで、彼らは再度蜂起し戦を起こし
た。　
ウマイヤは一命を賭した。彼は自分の
妻女を喪い、馬は傷つき、蓄えが焼き払われても闘った。ウマイ は決して背を向けて退くことはなかった。しかし彼はついに彼らによって殺害され、群衆はその首級を切り苛んだ。　
その後、彼らはアミール・アブドゥッ
ラーに書簡を送り、ウマイヤが総督職から廃され、また彼らが を殺害したことを知 せた。 するとアミール・アブドゥッラーは彼 からの
[ 言い訳と
] 追従を受
け入れ、
[ セビーリャに
] 自分の親族で
あるヒシャーム・イブン・アブドゥッラフマーン
を送り込んだ。しかし、彼ら
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はヒシャームに対して自立しようとし、その息子を殺害した。クライブ・イブン・ハルドゥーンはこの殺害の主導権をとった。かくしてクライブはセビーリャの支配者としての地位
を占めることになっ
た。
　
イブラーヒーム・イブン・ハッジャージュ
は、イブン・サイードがヒジャーリーからの伝聞として前述したように、兄弟のアブドゥッラーが殺害された後、自身の自立を図り、当時アンダルス最大の反乱者の一人で、マラガ
及びその周辺諸地域からロ
ンダ
に至る地域にいたイブン・ハフスー
ン
を支援し
／／
p.007
／／
、彼からの援助を
得た。
　
　
それから、イブラーヒームはクラ ブ・
イブン・ハルドゥーンに気に入られ親密な間柄になろうと目論み、権威において彼に次ぐ者となり、支配を彼と分かち合った。　
さて、クライブは臣民に対して圧制を行
い、身贔屓もあり、 ［臣民 ］快く思わず酷く扱っていた。一方、 イブ ・ハッジャージュは、友誼と親愛の情をもって臣民に対しふるまい クライブのもとで取りなしていたものだった。 人心はクラ から離れ、イブラーヒームへと傾いた。それからイブラーヒームは民衆が彼を信頼するようにと、秘密裏にアミール・アブドゥッラー使者を派遣してセビーリャの総督職の承認書を求めた。そこでアミ ル・アブドゥッラーはそのことへの約定を書き送 またイブラーヒームはアミ ル・アブドゥッラーに、都市の権威ある者たちは自分への
愛顧と、クライブへの嫌悪に満ちていると知らせた。　
それからイブラーヒームは反乱を組織し
た。そして民衆はクライブに対して蜂起し、彼を殺した。イブ ーヒームは、使者にクライブの首を持たせてアミール・アブドゥッラーのもとに送り、セビーリャの支配者としての地位 固め　
イブン・ハイヤーンはこう言った
。
　
イブラーヒームはアンダルス最大の城
砦都市であるカルモーナの防御を強化し、そこを自らの騎馬隊の繋ぎ場とし、セビーリャとそことの間を行き来していた。そして軍隊を集め各階級に叙した。また、彼はアミール・アブドゥッラーに金品や贈物を贈って機嫌 取ったり、夏の戦役
において援軍を派遣したりして
いたものであっ　
イブラーヒームのもとには人々が集ま
り、 彼は称賛 的となった。 名だたる家々の人々が のもとを目指し、彼は彼らに褒美を与えた。詩人たちは彼を称え、は彼らに報奨を与えた。 『唯一の首飾り』の著者、アブー・ウマル・イブン・アブド・ラッビヒ
が彼を頼ってやってきた。
彼は反乱者たちの中から、特に彼を目指したのだった。だか 彼はイブン・アブド・ラッビヒの才腕を知ると彼への報奨を増やした。
／／
p.008
／／
　
さて、ハルドゥーン家はセビーリャで―
―イブン・ハイヤーンとイブン・ハズムなどが述べたように――ウマイヤ家の残りの治世から小王国分裂（タワ イフ）
の時
代まで続いてはいるが、その力強さを失うとともに支配者の地位は彼らから消えうせてしまった。　
イブン・アッバード
の威光がセビー
リャにおいて高まり、彼 その住民を支配したとき 、彼はこのハルドゥーン家からワズィールを任命 て、王朝のさまざまな官職を与えて彼らを用いた。彼らはイブン・アッバードとともにザッラーカの戦い
――［この戦いは］イブン・アッバー
ドとユースフ・イブン・ターシュフィーン
が「ガリシア人」 （キリスト教徒）の王
を破った戦である――に出陣し、このハルドゥーン家の多数の人々がこの戦いに命をかけ、イブ ・アッバ ドに付き従って遠征を耐え抜き、持ち場を守り抜いた。そうして勝利はムスリム ちのものとなり、アッラーは彼らを敵に勝たせた うた。それから、ユ スフ・ ターシュフィーンとムラービト朝
がアンダルスを支配
し、アラブの王朝は消滅し、
[ アンダルス
の表舞台から
] アラブの部族も消えうせた
のである。イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
で
の
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ドゥーン 祖先 　
ムワッヒド朝
がムラービト朝の手から
アンダルスを取り、統治した。ムワッヒド朝の諸王は
／／
p.009
／／
アブドゥルムウミ
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ンとその子孫であった。
　
ヒンタータ族の長，シャイフ
、アブー・
ハフス
は、ムワッヒド朝の有力者であり，
セビーリャとアンダルス西部の総督にたびたび任命されていた。その後、彼 息子のアブドゥルワーヒドも、ムワッヒド朝期にしばらくの間総督に任命された。それからその息子のアブー・ザカリヤー
も同様で
あった。　
当時、 我々の祖先はセビーリャでアブー・
ハフス一族と 結びつきがあった。 イブ ・ムフタスィブ
という名の、我々の母方の
先祖は、アミール・アブー・ザカリヤー・ヤフヤー・イブン・アブドゥルワーヒドイブン・アビー・ハフスの在任中に、 「ガリシア人」 （キリスト教徒）捕虜の女奴隷を贈った。彼女はウンム・ワラド
となり、
父の存命中に亡くなった世継ぎのアブー・ヤフヤー・ザカリヤーとその二人の兄弟、ウマルとアブー・バクルを生んだので、 「カリフたちの母」の尊称
がつけられたもの
である。その後、アミール・アブー・ザカリヤーは六二〇／一二二〇年代にイ リキヤ総督職に移った。六 五／一二二八年に彼はその地で自立を宣言し
、アブドゥ
ルムウミン家の支配を脱して、イフリ キヤで独立した。　
一方、アンダルスでムワッヒド朝は崩壊
した。また、 イブン・フ ド
が彼ら （ムワッ
ヒド朝の残党）に対 て蜂起し、それから亡くなった で、アンダルスはさらに混乱した。　「異教徒（キリスト教徒）の王」
はアン
ダルスを攻撃し、コルドバとセビーリャからハエンにかけての平野、フルンティーラ
への攻撃を繰り返した。
／／
p.010
／／
他方、
アンダルス西部
でイブン・アフマル
は
アルホーナ城塞
から蜂起し、アンダルス
に残った最後の息にしがみつこうとした。　
彼は当時のセビーリャのシューラー
の
人々――彼らは、バージー家
、ジャッド
家
、ワズィール家
、サイイドゥンナー
ス家
、そしてハルドゥーン家である――
と交渉してイブン・フードに対して反乱を起こし、 「異教徒（キリスト教徒）の王」に対してはフルンティーラから退却してマラガからグラナダ、アルメリアにかけての海岸地域の山岳地帯や防備の厚い諸都市に立て籠もるよう働きかけた。　
しかし、彼らはセビーリャが自分たちの
街であることに
[ 拘った
] ために彼に同意
しなかった。
　　
【注】
]
（
１）
本
書
の
標
題
は
写
本
に
よ
っ
て
も
相
違
が
見
ら
れ
る。
ブ
ロ
ッ
ケ
ル
マ
ン『
ア
ラ
ブ
文
学
史
』
で
は
al-Taʻrīf bi-Ibn 
K
haldūn m
u’allif al-kitāb w
a riḥlati-hi gharban w
a sharqan
と読んでおり
（
B
rockelm
ann, G
eschichte der A
rabischen 
Litteratur (G
A
L), 2nd ed., S. 2, Leiden : B
rill, 1996,  p. 
342 ）
, 『
本
書
の
著
者
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
彼
の
東
西
の
旅
の
紹
介
』
と
訳
出
で
き
る
が、
本
書
校
訂
者
の
解
題
に
よ
れ
ば、
本
書
の
標
題
は
当
初
al-Taʻrīf bi-Ibn K
haldūn 
m
u’allif hādhā al-kitāb
のみで、残りの部分は後年の加
筆
で
あ
る。
こ
の
成
立
過
程
を
考
慮
し、
こ
の
よ
う
に
前
後
を分けて訳した。
（
２）
Ishbīlīya ( 現
Sevilla). ス
ペ
イ
ン
南
部
の
都
市。
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
も
っ
と
も
重
要
な
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
の
ひ
と
つ
で、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
征
服
さ
れ
る
直
前
の
時
期
に
は、
事
実
上、
ムワッヒド朝の第二の首都であった。
（
３）
Jalāliqa （
単
数
形
Jillīqi ）
と
は「
ジ
ッ
リ
ー
キ
ー
ヤ
Jillīqīya
の
人
々」
の
意。
ジ
ッ
リ
ー
キ
ー
ヤ
と
は「
ガ
リ
シ
ア
」
を
語
源
と
す
る
地
名
だ
が、
こ
こ
で
は、
イ
ベ
リ
ア
半
島
北
西
部
に
あ
た
る
狭
義
の
ガ
リ
シ
ア
地
方
で
は
な
く、
ム
ス
リ
ム
が
漠
然
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
地
域
を
指
し
て
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る。
例
え
ば、
イ
ブ
ン・
ハ
ルドゥーンはカスティーリャ王国の版図について
「カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ、
ガ
リ
シ
ア（
G
halīsīya ）、
フ
ル
ン
テ
ィ
ー
ラ（
Furuntīra, 註
六
一
参
照
）
か
ら
成
る
ジ
ッ
リ
ー
キ
ー
ヤ
全
土
」
と
述
べ
て
お
り、
ジ
ッ
リ
ー
キ
ー
ヤ
は
も
は
や
ガ
リ
シ
ア
地
方
と
は
別
の
地
域
概
念
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
がえる（
al-
Ibar, vol. 4, p. 179 ）。
（
４）
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世（
在
位
一
二
一
七
～
五
二
年
）
を
指
す。
コ
ル
ド
バ、
セ
ビ
ー
リ
ャ
と
い
っ
た
ア
ン
ダ
ル
ス
の
主
要
都
市
を
征
服
し
て、
「
レ
コ
ン
キスタ」をほぼ完成させた。
　　
な
お、
イ
ブ
ン・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
Ibn A
dfūnsh
と
は、
当
時
の
ム
ス
リ
ム
史
料
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
を
指
す
時
に、
し
ば
し
ば
用
い
た
表
現
で
あ
る。
直
訳
す
れ
ば「
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
の
息
子
」
だ
が、
こ
こ
で
は「
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
の
子
孫
」
転
じ
て「
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
家
の
者
」
と
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いったニュアンスであろう。
イブン
・
ハルドゥーンは、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
世（
在
位
七
三
九
～
七
五
七
年
）
に
つ
い
て、
そ
の
子
孫
が
現
在
に
至
る
ま
で
王
権を保持していると述べており、
彼をカスティーリャ
王家の祖と見なしている（
al-
Ibar, vol.4, 179 ）。
（
５）
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世
は
一
二
四
八
年
に
一
七
ヶ
月
の
包
囲
戦
の
末、
セ
ビ
ー
リ
ャ
を
征
服
し
た（
E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd ed., A
rticle on
Ishbīliya
）。
こ
の
征
服
以
降、
セ
ビ
ー
リ
ャ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
勢
力
の
版
図
に
加
え
ら
れ、
ムスリムによる支配は終焉 迎えた。
（６）アラビア語では人の名前を表すのに、
「息子」を意
味
す
る
イ
ブ
ン
と
い
う
語
を
用
い
て、
先
祖
代
々
の
名
前
を
「～
の
息
子
の
～
の
息
子
」
と
連
ね
て
い
く
方
法
を
用
い
る
の
で、この名前を見れば彼へと連なる系譜がわかる。
（
７）
al-A
ndalus. ム
ス
リ
ム
が、
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
り
わ
け
半
島内のイスラーム支配地域を指すのに用いた呼称。
（８）
dākhil の原義は
「入った者」
。ここでは、
ハルドゥー
ン
が
一
族
の
中
で
最
初
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
移
住
し
た
こ
と
を
示
す。
同
様
の
表
現
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ、
例
え
ば
ア
ン
ダ
ル
ス
に
移
住
し
て
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
を
創
始
し
た
ア
ブ
ドゥッラフマーン一世も通称ダーヒルと呼ばれる。
（９）ムスリムによるアンダルス征服は九二／七一一年、
ま
た
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
後
述
の
ヤ
マ
ン
系
軍
管
区
の
一
員
と
し
て
ア
ン
ダ
ル
ス
入
り
し
た
の
は
一
二
三
／
七
四
一
年
の
こ
と
で
あ
る。
一
方、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
こ
の
書
を
記したのは八／一四世紀の末である。
（
10）イブン
・
ハルドゥーンが
『歴史序説』
第三章十二節
「王
朝
は
個
人
と
同
じ
よ
う
に
自
然
の
寿
命
を
も
つ
」
に
て
提
示
し
た、
年
数
か
ら
先
祖
の
世
代
数
を
算
出
す
る
方
法
に
つ
い
て
の「
百
年
ご
と
に
三
人
と
計
算
し
て、
そ
の
結
果
が
そ
の
家
系
の
先
祖
の
総
数
と
符
合
す
れ
ば
正
し
い
」
と
い
う
記
述
を
指
し
て
い
る
 (al-Ta
rīf,  p. 1 , n. 3 ; Prolégom
ènes, vol. 1, 
p. 309; 『歴史序説』第一巻
 、 四四三頁
) 。
（
11）
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
族
を「
真
の
ア
ラ
ブ
al-ʻA
rab al-ʻāriba 」
と
称
さ
れ
る
ア
ラ
ブ
第
一
世
代
の
一
つ
と
説
明
し
て
い
る。
名
祖
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
は
ヤ
マ
ン
の
ア
ラ
ブ（
南
ア
ラ
ブ
系
）
の
祖
と
さ
れ
る
カ
フ
タ
ー
ン
Q
a ḥṭān
の
息
子
の
一
人
で、
地
名
の
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
は
彼
が
こ
の
地
を
治
め
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る。
（
al-
Ibar, vol. 4, p.225 ; M
u ḥam
m
ad Ḥ
usayn al-Farah, al-
Y
am
an fī Tārīkh Ibn K
haldūn
, Sanaa : W
izārat al-T
haqāfa 
w
a al-Siyā ḥa, 2004; p. 20. n. 49 ）
（
12）
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
同
世
代
で、
直
接
に
接
し
た
こ
と
のある者。
（
13）
Ibn Ḥ
azm
, A
bū M
u ḥam
m
adʻA
lī ibn A
ḥm
ad ibn Sa ʻīd, 
　
 Jam
harat ansāb al-ʻA
rab
　　
イブン・ハズム（九九四～一〇六四年）はコルドバ生まれの文人
・
政治家。詩人、
史家、
法学者、
哲学者、
神
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
が、
恋
愛
に
つ
い
て
論
じ
た
著
作
『
鳩
の
首
飾
り
』
Ṭaw
q al- ḥam
ām
a
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
『
ア
ラ
ブ
系
譜
集
成
』
は、
ア
ラ
ブ
諸
部
族
の
系
譜
を
詳
細
に
し
る
し
た
著
作
で、
ア
ラ
ブ
系
譜
学
で
は
も
っ
と
も
重
要
な
著
作
の
一
つ。
（
J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca
 de al-
A
ndalus, A
lm
ería: Fundación Ibn T
ufayl, 2004-, tom
o 3, 
pp. 392-443; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed.,
     Ibn Ḥ
azm
, A
bū M
u ḥam
m
ad ʻA
lī ibn A
ḥm
ad ibn Saʻīd
）
（
14）
校
訂
者
イ
ブ
ン・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
な
ら
い、
イ
ブ
ン・
ハ
ズ
ム『
ア
ラ
ブ
系
譜
集
成
』
よ
り、
こ
の
名
を
補
っ
た
（
Ibn Ḥ
azm
, Jam
harat ansāb al-
A
rab
, ed. 
A
bd al-Salām
 
M
u ḥam
m
ad H
ārūn, C
airo: D
ār al-M
a
ārif bi-M
i ṣr, 1971, 
p. 460 ）。
（
15）
Ibn ʻA
bd al-B
arr al-N
am
arī, A
bū U
m
ar Y
ūsuf ibn 
　
 ʻA
bd A
llāh, K
itāb al-Istīʻāb fī m
aʻrifat al-a ṣḥāb.
　
  イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
バ
ッ
ル（
九
七
八
～
一
〇
七
〇
年
）
は
コ
ル
ド
バ
の
文
人
名
家
に
生
ま
れ、
イ
ブ
ン・
ハ
ズ
ム
と
も
親
交
を
結
ん
で
い
た。
特
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る。
『
教
友
の
知
識
に
つ
い
て
の
把
握
』
は、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
教
友
た
ち
に
つ
い
て
の
伝
記・
系
譜
の
書
（
J. L
irola D
elgado ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus. 
D
iccionario de autores y obras andalusíes
, G
ranada: 
F
undación E
l L
egado A
ndalusí, 2004, tom
o 1, pp. 287-
292; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed.,
Ibn A
bd al-B
arr" ）。
（
16）
M
u
āw
iya ibn A
bī Sufyān. 後
に
ウ
マ
イ
ヤ
朝
を
創
始
す
るムアーウィヤ一世
（在位六六一～六八〇年）
のこと。
（
17）
Ḥ
ujr ibn ʻA
dī al-K
indī. イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
シ
ー
ア
派
扇
動
者。
六
七
一
年
に
ア
リ
ー
の
次
子
フ
サ
イ
ン
を
招
聘
し、
ク
ー
フ
ァ
総
督
ズ
ィ
ヤ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ス
フ
ヤ
ー
ン
の
不
在
を
突
い
て
支
配
の
転
覆
を
図
っ
た
が、
急
ぎ
帰
還
し
た
ズ
ィ
ヤ
ー
ド
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ、
ダ
マ
ス
カ
ス
の
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
一
世
の
も
と
へ
と
移
送
さ
れ
た
後
ダ
マ
ス
カ
ス
郊
外
の
マ
ル
ジ
ュ・
ア
ズ
ラ
ー
で
処
刑
さ
れ
た
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on
Ḥ
ujr ibn ʻA
dī 
al-K
indī ）。
（
18）
Z
iyād ibn A
bī Sufyān (Z
iyād ibn A
bīh). ズィヤード・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ス
フ
ヤ
ー
ン
は、
六
六
五
年
に
バ
ス
ラ
総
督、
六
七
〇
年
に
バ
ス
ラ
に
加
え
て
ク
ー
フ
ァ
の
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
た（
嶋
田
襄
平『
イ
ス
ラ
ム
の
国
家
と
社
会
』
東
京
 : 岩波書店、
 一九七七年、
 七九頁）
。
（
19）
こ
の
箇
所、
イ
ブ
ン・
ハ
ズ
ム『
系
譜
集
成
』
の
現
行
の
刊本とは、字句が大きく異なっている（
cf. Ibn Ḥ
azm
, 
Jam
harat A
nsāb al-
A
rab
, p. 460 ）。
（
20）
K
urayb ibn U
thm
ān ibn K
haldūn. 後
述
の
よ
う
に、
九
世
紀
末
の
政
治
的
混
乱
期
に、
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
家
と
と
も
にセビーリャを支配した。
（
21）「
反
乱
者
」
al-thuw
w
ār と
は
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
に
対
抗
し
て
自立を図ったムス ム有力者たちの総称。
（
22）
原
文
は
w
a akhū-hum
 で
あ
る
が、
別
写
本
に
は
w
a 
ākhar-hum
と
も
記
さ
れ
て
い
る。
後
者
の
記
述
を
採
る
場
合、
訳文は「また、
彼らとは別の者としてウスマーン、
彼には末裔がいる」となる。
（
23）
A
bū al-Q
āsim
 M
aslam
a ibn A
ḥm
ad al-Fara ḍī al-M
ajrī ṭī. 
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
初
期
の
ア
ン
ダ
ル
ス
を
代
表
す
る
数
学
者・
天
文
学
者（
十
世
紀
～
一
〇
〇
七
年
）（
Ṣā
id al-
A
ndalusī, Ṭabaqāt al-U
m
am
, ed. H
ayāt B
ū A
lw
ān, B
eirut: 
D
ār al- Ṭ
alī
a, 1985, pp. 168-9 ）。
（
24）
A
bū
 M
uslim
 U
m
ar ibn A
ḥm
ad ibn K
haldū
n. 
　
 四
四
九
／
一
〇
五
七
年、
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
て
没。
哲
学、
幾
何
学、
天
文
学、
医
学
な
ど
を
修
め
た（
Ṣā
id al-A
ndalusī, 
Ṭabaqāt al-U
m
am
, pp. 172-3 ）。
（
25）
Q
arm
ūna （
現
C
arm
ona ）
. セ
ビ
ー
リ
ャ
の
東
約
三
〇
キ
ロメートルに位置する都市。
（
26）
jund al-Y
am
an. 七四一年、マグリブでのベルベル反
乱
鎮
圧
に
失
敗
し
て
敗
走
し
た
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
シ
リ
ア
軍
は、
アンダルスに逃れ、
ダマスクス、
ヒムス、
キンナスリー
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ン、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ、
ヨ
ル
ダ
ン、
エ
ジ
プ
ト
の
各
軍
管
区
（
ジ
ュ
ン
ド
）
ご
と
に
入
植
地
を
割
り
当
て
ら
れ
た。
こ
の
う
ち、
セ
ビ
ー
リ
ャ
お
よ
び
ニ
エ
ブ
ラ
を
割
り
当
て
ら
れ
た
ヒ
ム
ス
軍
は、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
軍
団
と
と
も
に
南
ア
ラ
ブ
系（
ヤ
マ
ン
の
ア
ラ
ブ
）
が
多
か
っ
た
こ
と
で
知
られる。
　
 （
A
bdulw
ā ḥid D
hanū
n Ṭ
āha, T
he M
uslim
 C
onquest and 
Settlem
ent of N
orth A
frica and Spain
, L
ondon: R
outledge, 
1989, pp. 139-143 ）。
（
27）
A
bd A
llāh ibn M
u ḥam
m
ad, A
bū
 M
u ḥam
m
ad. 後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
第
七
代
ア
ミ
ー
ル（
在
位
八
八
八
～
九
一
二
年
）。
そ
の
治
世
は、
ア
ン
ダ
ル
ス
各
地
で
反
乱
が
頻
発
す
る
内
乱
の
時代だった。
（
28）後述のアブー
・
アブダ家の一員で、
ウマイヤ
・
イブン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ガ
ー
フ
ィ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ブ
ダ
の
こと。
（
29）
Ibrāhīm
 ibn Ḥ
ajjāj. 後述のハッジャージュ家の一員。
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
の
ク
ラ
イ
ブ
を
殺
害
し
た
後、
九
一
〇
年
に
没
す
る
ま
で
セ
ビ
ー
リ
ャ
を
支
配
し
た。
彼
の
死
後、
そ
の
息
子
た
ち
が
後
を
継
い
で
セ
ビ
ー
リ
ャ
を
支
配
し
た
が、
九
一
三
年
に
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
軍
勢
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た。
こ
の
時
期
の
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
つ
い
て
は、
以
下
を
参
照。
É
variste L
évi-Provençal, H
istoire de l'E
spagne 
m
usulm
ane
, Paris: M
aisonneuve, 1950-3, tom
e 1, pp. 356-
368; Jacinto B
osch V
ilá, L
a Sevilla Islám
ica 712-1248
, 
Sevilla: U
niversidad de Sevilla, 1988, pp. 51-78.
（
30）
Ibn S
aʻīd al-M
aghribī, A
bū
 al- Ḥ
asan ʻA
lī ibn 
　
 M
ūsā al-
A
nsī. グ
ラ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
文
人
（
一
二
一
四
～
一
二
八
六
―
七
年
）。
詩
人、
史
家、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ス
ト、
地
理
学
者
と
し
て
活
躍
し
た。
彼
の
主
著『
マ
グ
リ
ブ
の
飾
り
の
驚
異
の
書
』
K
itāb al-M
ughrib fī al- ḥulā 
al-M
aghrib
は、
マ
グ
リ
ブ、
ア
ン
ダ
ル
ス、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
各
地
の
歴
史
と
地
理、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
古
今
の
詩
文
を
ま
と
め
た
作
品
で
あ
る。
こ
の
書
は
イ
ブ
ン・
サ
イ
ー
ド
一
人
の
手
に
よ
る
著
書
で
は
な
く、
一
一
三
五
年
に
イ
ブ
ン・
サ
イ
ー
ド
の
曽
祖
父
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク・
イ
ブ
ン・
サ
イ
ー
ド
の
指
示
を
受
け
て
ヒ
ジ
ャ
ー
リ
ー（
後
述
）
が
編
纂
し
た『
マ
グ
リ
ブ
の
不
思
議
の
詳
解
の
書
』
K
itāb al-M
ushib fī al-gharā
ib al-M
aghrib
を
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク
や
そ
の
子
孫
た
ち
が
代
々
書
き
継
い
だ
あ
と、
イ
ブ
ン・
サ
イ
ー
ド
が
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る（
L
irola 
D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 5, pp. 137-
166; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on
Ibn Saʻīd 
al-M
aghribī ）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
引
用
し
て
い
る
の
も
こ
の
書
だ
と
思
わ
れ
る
が、
現
行
の
校
訂
版
で
は
該
当
の
箇
所
は
見
あ
た
ら
な
い（
cf. Ibn Sa
īd al-M
aghribī, 
al-M
ughrib fī ḥulā al-M
aghrib
, 2 vols., ed. Shaw
qī Ḍ
ayf, 
C
airo: D
ār al-M
a
ārif, 1964 ）。
（
31）
A
bū
 M
u
ḥam
m
ad ʻA
bd A
llāh ibn Ibrāhīm
 al-
　
 Ḥ
ijārī. （
十
二
世
紀、
生
没
年
不
詳
） ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク・
イ
ブ
ン・
サ
イ
ー
ド
に
対
し
て『
マ
グ
リ
ブ
の
不
思
議
の
詳
解
の
書
』（
註
三
〇
参
照
）
を
編
纂
し
て
献
呈
し
た。
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
か
ら
一
一
三
五
年
ま
で
の
記
述
を
行
っ
て
い
る
（
L
irola D
elgado ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus, tom
o 1, 
pp. 260-2 ）。
（
32）
Ibn Ḥ
ayyān, A
bū
 M
arw
ān Ḥ
ayyān ibn K
halaf 
　
 ibn Ḥ
usayn ibn Ḥ
ayyān. ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
け
る
最
大
の
歴
史
家（
九
八
七
―
八
～
一
〇
七
六
年
）（
E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd ed., A
rticle on
Ibn Ḥ
ayyān
 ; B
rockelm
ann, 
G
eschichte der A
rabischen L
itteratur (G
A
L
), 2nd ed., S. 1, 
p. 578; 佐
藤
健
太
郎「
ア
ン
ダ
ル
ス
の
失
わ
れ
た
手
写
本
―
ム
ク
タ
ビ
ス
第
二
巻
」『
東
洋
学
報
』
八
五：
一、
二
〇
〇
三
年、
四
七
―
五
六
頁
）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
参
照
し
た
の
は
彼
の『
ア
ン
ダ
ル
ス
史
に
つ
い
て
の
引
用
者
の
書
』
K
itāb al-M
uqtabis fī tārīkh al-A
ndalus
と
思
わ
れ
る
が、
現行の校訂版では該当の箇所は見あたらない
（
cf. Ibn 
Ḥ
aiyān, al-M
u ḳtabis tom
e troisièm
e. C
hronique du règne 
du calife um
aiyade A
bd A
llāh à C
ordoue
, ed. M
elchor M
. 
A
ntuña, Paris: Paul G
euthner, 1937 ）。
（
33）
Ibn al-A
sh
ath, A
bū
A
bd A
llāh M
u ḥam
m
ad
 　
 ibn A
bd A
llāh al-Q
urashī. 九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
生
き
た
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者、
歴
史
家。
そ
の
生涯についてはほとんど知られていないが、イブン
・
ハイヤーンは今は散逸してしまった彼 史書
『セビー
リ
ャ
史
』
K
itāb fī A
khbār Ishbīlīya
を
た
び
た
び
引
用
し
ている（
L
irola D
elgado ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus, 
tom
o 1,pp. 482-3; Ibn Ḥ
ayyān, C
rónica de los em
ires 
A
l ḥakam
 I y
 
A
bdarra ḥm
ān II entre los años 796 y 847 
[A
lm
uqtaqbis II-1], tr. M
a ḥm
ūd 
A
lī M
akkī &
 Federico 
C
orriente, Z
aragoza: Instituto de E
studios Islám
icos y del 
O
riente Próxim
o,2001, p. 316, n. 671 ）。
（
34）
A
bd al-R
a ḥm
ān al-D
ākhil. 後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
創
設
者
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
一
世（
在
位
七
五
六
～
七
八
八
年
）。
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
が
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
亡
命
し、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
マ
イ
ヤ
家
の
マ
ウ
ラ
ー
の
助
け
を
得
て
後
ウ
マ
イ
ヤ朝を開いた。
（
35）
A
bū A
bda Ḥ
assān ibn M
ālik. ウマイヤ家の解放奴隷
の
家
系
の
出
身。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
一
世
に
よ
る
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
樹
立
を
た
す
け、
没
す
る
ま
で
セ
ビ
ー
リ
ャ
と
アンダルス西部の総督職をつとめた。
彼の後、
アブー
・
ア
ブ
ダ
家
は
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
で
も
指
折
り
の
有
力
家
系
と
な
り、
そ
の
出
身
者
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
や
ハ
ー
ジ
ブ
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た。
（
M
oham
ed M
eouak, Pouvoir souverain, 
adm
inistration centrale et élites politiques dans l'E
spagne 
um
ayyade (IIe-IV
e / V
IIIe-X
e siècles), H
elsinki: A
cadem
ia 
Scientiarum
 Fennica, 1999, pp. 77-99. ）
（
36）
L
akhm
. 南
ア
ラ
ブ
系
の
部
族。
三
～
六
世
紀
頃
に
ラ
フ
ム
朝を興し現イラク中部に位置するヒーラに都した。
（
37）
H
ishām
 ibn A
bd al-R
a ḥm
ān. 後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
二
世
の
息
子
で、
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ドゥッラーのおじにあたる。
（
38）
im
ārat Ishbīlīya　「
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
ア
ミ
ー
ル
位
」
が
直
訳
で
あ
る
が、
彼
ら
の
主
人
筋
で
あ
る
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
ア
ミ
ー
ル
と
同
列
に
と
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で、
区
別
し
て
「
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
支
配
者
と
し
て
の
地
位
」
と
訳
語
を
統
一
し
た。
（
39）
M
ālaqa ( 現
M
álaga). ア
ン
ダ
ル
ス
南
部、
地
中
海
沿
岸
の港町。
（
40）
R
unda ( 現
R
onda). ア
ン
ダ
ル
ス
南
部、
山
岳
地
帯
に
位
置する都市。
（
41）
ʻU
m
ar ibn Ḥ
af ṣūn. 九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
め
に
か
け
て
各
地
に
乱
立
し
た
反
乱
者
の
中
で
も
最
も
重
要
な
人
物。
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
西
ゴ
ー
ト
家
系
の
出
身
で、
八
八
〇
年、
イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 1（2009.3）55
マ
ラ
ガ
北
方
の
要
害
ボ
バ
ス
ト
ロ
に
拠
っ
て
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
に
対
す
る
反
乱
を
お
こ
し
た。
彼
が
九
一
八
年
に
没
し
た
後
も、
息
子
た
ち
は
九
二
八
年
ま
で
抵
抗
を
続
け
た（
L
évi-
Provençal, H
istoire de l'E
spagne m
usulm
ane
, tom
e 1, pp. 
300-6, 368-380; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle 
on
ʻU
m
ar ibn Ḥ
afsūn
; 余部福三「イブン
･
ハフスーン
の乱とスペインのイスラーム化」
『日本中東学会年報』
一、
 一九八六、
一八八―二一六頁）
。
（
42）
イ
ブ
ン・
ハ
イ
ヤ
ー
ン
の『
ア
ン
ダ
ル
ス
史
に
つ
い
て
の
引
用
者
の
書
』
の
以
下
の
部
分
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が、
字
句
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る（
Ibn Ḥ
aiyān, al-
M
u ḳtabis tom
e troisièm
e, p. 12 ）。
（
43）
ṣā
ifa ( 複
数
形
ṣaw
ā
if). 夏
季
に
実
施
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教徒領に対する戦役。
（
44）
Ib
n
 ʻA
b
d
 R
a
b
b
ih
, A
b
ū
 ʻU
m
a
r A
ḥ
m
a
d
 ib
n
 
　
 M
u ḥam
m
ad al-Q
ur ṭbī ( 八
六
〇
～
九
四
〇
年
) 。
ア
ン
ダ
ル
ス
の
文
人、
詩
人。
古
今
の
韻
文・
散
文
を
二
五
部
に
ま
と
め
た
ア
ダ
ブ（
教
養・
文
芸
）
の
書『
唯
一
の
首
飾
り
』
al-
ʻIqd al-farīd
 を
著
し
た
(L
irola D
elgado ed., E
nciclopedia 
de al-A
ndalus, tom
o 1, pp. 306-313; E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd. ed., A
rticle on
Ibn ʻA
bd R
abbih
) 。
（
45）
タ
ワ
ー
イ
フ
ṭaw
ā
if （
も
し
く
は
ム
ル
ー
ク・
ア
ッ
＝
タ
ワ
ー
イ
フ
m
ulūk al- ṭaw
ā
if ）
と
は、
一
一
世
紀
初
頭、
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
支
配
の
崩
壊
と
と
も
に
ア
ン
ダ
ル
ス
各
地
に
林
立
し
た
一
群
の
小
王
国
の
こ
と。
こ
れ
ら
一
連
の
小
王
国
は、
一
一
世
紀
末
に
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
到
来
し
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
によって征服された。
（
46）
Ib
n
 ʻA
b
b
ā
d
、
 A
b
ū
 al-Q
ā
sim
 al-M
u
ʻtam
id
 
　
 M
u ḥam
m
ad ibn al-M
u
ta ḍid. タ
ワ
ー
イ
フ
諸
王
の
一
人
で、
セ
ビ
ー
リ
ャ
を
支
配
し
た
ア
ッ
バ
ー
ド
朝
最
後
の
君
主
ム
ウ
タミド
（在位一〇六九～一〇九一年）
のこと。
アッバー
ド朝は、
タワーイフ諸王朝のなかでも最も勢威を誇っ
た
が、
ム
ウ
タ
ミ
ド
の
時
に
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た。
（
B
osch V
ilá, L
a Sevilla Islám
ica 712-1248
, pp. 92-136; 
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd. ed., A
rticle on
A
bbādids
）。
　
な
お、
こ
こ
で「
威
光
」
と
訳
し
た
ka
b
と
い
う
語
は、
シ
ャ
ッ
ダ
ー
デ
ィ
ー
の
仏
訳
で
は
カ
ア
ブ
と
い
う
人
名
と
見
な
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、
ア
ッ
バ
ー
ド
朝
に
カ
ア
ブ
と
い
う
名
の
支
配
者
は
い
な
い。
ま
た
ibn
の
先
頭
に
は
ア
リ
フ
が
付
加
さ
れ
て
い
る
た
め「
カ
ア
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
ッ
バ
ー
ド
」
と
一
続
き
に
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ
る（
cf. 
A
utobiographie
, p. 55 ）。
（
47）
ザ
ッ
ラ
ー
カ
Z
allāqa （
現
サ
グ
ラ
ハ
ス
Sagrajas ）
は
ス
ペ
イ
ン
西
南
部
バ
ダ
ホ
ス
B
adajoz
の
北
東
に
位
置
す
る
地
名。
ザ
ッ
ラ
ー
カ
の
戦
い
は、
一
〇
八
六
年
に
レ
オ
ン・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
六
世
と、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
お
よ
び
前
述
の
ム
ウ
タ
ミ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ン
ダ
ル
ス
諸
王
の
連
合軍との間で起きたもので、
ムスリム勢力がアルフォ
ン
ソ
六
世
を
大
敗
せ
し
め
た。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ア
ン
ダ
ル
ス
進
出
を
阻
止
す
る
と
と
も
に、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
よ
る
ア
ン
ダ
ル
ス
支
配
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た（
A
m
brosio H
uici 
M
iranda, L
as G
randes batallas de la R
econquista durante 
las invasiones africanas
, M
adrid: Instituto de E
studios 
A
fricanos, 1956, pp. 19-82; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd. 
ed., A
rticle on
Z
allāqa
）。
（
48）
Y
ū
su
f ib
n
 T
ā
sh
fīn
. ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
（
在
位
一
〇
六
一
／
七
一
～
一
一
〇
六
年
）。
マ
グ
リ
ブ
西
部
を
統
一
し
た
後、
ザ
ッ
ラ
ー
カ
の
戦
い
で
ア
ン
ダ
ル
ス
に
介
入
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
軍
勢
を
破
り、
さ
ら
に
タ
ワ
ー
イ
フ
諸
王
を征服してアンダルスを支配下におさめた。
（
49）
al-M
urābi ṭūn. ム
ラ
ー
ビ
ト
と
は、
マ
ー
リ
ク
学
派
法
学
者
イ
ブ
ン・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
を
指
導
者
と
す
る、
ベ
ル
ベ
ル
系
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
諸
部
族
を
中
心
と
し
た
宗
教
運
動
の
支
持
者
た
ち
を
指
す。
リ
バ
ー
ト（
修
道
場
）
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
呼
称
が
つ
い
た
と
も
言
わ
れ
る。
サ
ハ
ラ
か
ら
勃
興
し、
や
が
て
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
に
ま
た
が
る
王
朝（
一
〇
五
六
～
一
一
四
七
年
）
に
成
長
し
た（
Jam
il M
. A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib in the 
Islam
ic Period
, C
am
bridge: C
am
bridge U
niversity Press, 
1987, pp. 77-87; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle 
on
M
urābi ṭūn
）。
（
50）
Ifrīqiya. 現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
地
域
の
こ
と。
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
A
frica
で、
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
の
属
州
ア
フ
リ
カ
に
ほ
ぼ
相
当
す
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
生
き
た
時
代
に
は、
チ
ュ
ニ
ス
を
都
と
す
る
ハ
フ
ス
朝
が
支
配
し
て
い
た（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle 
on
Ifrīqiya
）。
（
51）
al-M
uw
a ḥḥidūn. ム
ワ
ッ
ヒ
ド
と
は、
ベ
ル
ベ
ル
系
マ
ス
ム
ー
ダ
族
の
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
が
創
始
し
た、
神
の
唯
一
性（
タ
ウ
ヒ
ー
ド
）
を
強
調
し
た
教
説
に
よ
る
宗
教
改
革
運
動
の
支
持
者
た
ち
を
指
す。
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
死
後、
後
継
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
は
カ
リ
フ
を
称
し
て
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝（
一
一
三
〇
～
一
二
六
九
年
）
を
創
設
し、
一
一
四
七
年
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
占
領
し
て
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
取って代わった
（
A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib
、 
pp. 87-103; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on
M
uw
a ḥḥidūn
）。
（
52）
ʻA
bd al-M
u
m
in ibn ʻA
lī al-K
ūm
ī. ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
創
設
者（
在
位
一
一
三
〇
～
一
一
六
三
年
）。
中
部
マ
グ
リ
ブ
の
地
中
海
近
く
の
町
ネ
ド
ロ
マ
に
ベ
ル
ベ
ル
系
ザ
ナ
ー
タ
諸
部
族
の
一
員
と
し
て
生
ま
れ
た。
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
宗
教
改
革
運
動
を
最
初
期
か
ら
支
え、
彼
の
も
っ
と
も
信
頼
す
る
弟
子
の
一
人
と
な
っ
た。
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
死
後、
カ
リ
フ
を
称
し
て
そ
の
後
継
者
と
な
り、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
運
動
内
部
の
権
力
闘
争
を
勝
ち
抜
い
て、
世
襲
の
王
朝
を
う
ち
た
て
た（
A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib
, pp. 89-95; 
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on
A
bd al-M
u
m
in
）。
（
53）
shaykh. ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
に
お
い
て
シ
ャ
イ
フ
と
は、
ア
ト
ラ
ス
山
中
の
ベ
ル
ベ
ル
系
マ
ス
ム
ー
ダ
諸
部
族
を
率
い
て
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
運
動
に
参
画
し
た
部
族
指
導
者
や
そ
の
子
孫
を
指
す。
（
54）
A
bū Ḥ
af ṣ ʻU
m
ar ibn Y
a ḥyā al-H
intatī. アトラス山中に
居
住
す
る
マ
ス
ム
ー
ダ
系
有
力
部
族
ヒ
ン
タ
ー
タ
族
の
指
導
者のひとり。イブン
・
トゥーマルト、ついでアブドゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
に
従
っ
て、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
建
国
に
大
き
な
貢献をした。
一一七六年没。
その孫アブー
・
ザカリヤー
（
後
述
）
が
チ
ュ
ニ
ス
で
自
立
し
た
た
め、
ハ
フ
ス
朝
の
名
祖
と
な
っ
た（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on
A
bū Ḥ
af ṣ U
m
ar ）。
（
55）
A
bū
 Z
akariyā
 Y
a ḥyā ibn ʻA
bd al-W
ā ḥid ibn 
　
 A
bī Ḥ
af ṣ U
m
ar. ハ
フ
ス
朝
創
設
者（
在
位
一
二
二
九
～
一
二
四
九
年
）。
一
二
二
八
年
に
兄
弟
か
ら
チ
ュ
ニ
ス
総
督
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位
を
奪
取
し
た
後、
翌
一
二
二
九
年、
当
時
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
カ
リ
フ
が
建
国
の
宗
教
改
革
者
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
無
謬
性
を
否
定
し
た
の
に
反
発
し
て、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
へ
の
服
従
を
拒
否
し、
ハ
フ
ス
朝（
一
二
二
九
～
一
五
七
四
年
）
を
興
し
た（
A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib
, 
pp. 118-120; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd. ed., A
rticle on
Ḥ
af ṣids
）。
（
56）
Ibn al-M
u ḥtasib. 彼
の
娘
が
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
に
嫁
い
で
生
ま
れ
た
ハ
サ
ン
が、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
高
祖
父
にあたる（
al-Ta
rīf, p. 11 ）。
（
57）
um
m
 w
alad. 直
訳
す
る
と「
息
子
の
母
」。
世
継
ぎ
を
生
んだ妾のことを指す。
（
58）彼女の息子のうち、ウマルはハフス朝君主アブー
・
ハ
フ
ス・
ウ
マ
ル
一
世（
在
位
一
二
八
四
～
一
二
九
五
年
）
の
こ
と。
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
は、
彼
自
身
は
即
位
し
て
い
な
いが孫がアブー
・
ヤフヤー
・
アブー
・
バクル一世（在
位
一
三
〇
九
年
）
に
あ
た
る。
な
お
十
六
世
紀
に
ハ
フ
ス
朝
史
を
残
し
た
ザ
ル
カ
シ
ー
は、
彼
女
の
名
を
Ẓ
abya
と
伝
え
る
（
al-Z
arkashī, Tārīkh al-D
aw
latayn al-M
uw
a ḥḥidīya w
a 
al- Ḥ
af ṣīya
, ed. al- Ḥ
usayn al-Y
a
qūbī, T
unis: al-M
aktaba 
al-
A
tīqa, 1998, p. 105 ）。
（
59）
daʻā li-nafsih. 「自らのために呼びかけた」
の意だが、
こ
こ
で
は
自
ら
の
支
配
権
を
宣
言
す
る
こ
と
に
相
当
す
る。
な
お、
こ
の
部
分
は
年
代
記
述
に
混
乱
が
あ
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
が『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
六
二
五
／
一
二
二
八
年
の
段
階
で
は
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
は
ま
だ
チ
ュ
ニ
ス
総
督
位
に
つ
い
た
だ
け
で
あ
り、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
家
の
カ
リ
フ
に
対
す
る
服
従
を
拒
否
す
る
の
は
翌
六
二
六
／
一
二
二
九
年
の
こ
と
で
あ
る（
た
だ
し、
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
は
こ
の
部
分
に
大
幅
な
欠
落
が
あ
る
の
で、
ベ
イ
ル
ー
ト
版
を
用
い
た。
Ibn K
haldūn, 
T
ārīkh Ibn K
haldūn
, B
eirut: D
ār al-K
utub al-
Ilm
īya, 
2003, vol. 6, pp. 334-5 ）。
（
60）
Ib
n
 H
ū
d
, A
b
ū
 ʻA
b
d
 A
llā
h
 al-M
u
taw
ak
k
il 
　
 M
u ḥam
m
ad ibn Y
ūsuf ibn M
u ḥam
m
ad ibn ʻA
bd al-ʻA
ẓīm
 
al-Judhām
ī. ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
が
内
乱
に
よ
り
事
実
上
崩
壊
し
た
後、
ア
ン
ダ
ル
ス
南
東
部
の
ム
ル
シ
ア
に
拠
っ
て
勢
力
を
拡大し、
ムタワッキルという君主号（ラカブ）をとっ
た（
在
位
一
二
二
八
～
一
二
三
八
年
）。
ま
た、
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
使
節
を
迎
え、
一
時
は
ア
ン
ダ
ル
ス
を
再
統
合
す
る
勢
い
を
示
し
た（
M
aría Jesús V
iguera M
olíns 
ed., E
l R
etroceso territorial de al-A
ndalus. A
lm
orávides y 
A
lm
ohades siglos X
I al X
III (H
istoria de E
spaña fundada 
por R
am
ón M
enéndez P
idal, tom
o 8-2), M
adrid: E
spasa 
C
alpe, 1998, pp. 115-9; al-
Ibar, vol. 4, pp. 168-170 ）。
（
61）
al- ṭāghiya. 限
界
や
境
界
線
を
越
え
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
語
根
か
ら
派
生
し
た
語
で、
正
し
い
道
を
踏
み
外
し
て
し
ま
っ
た
者、
さ
ら
に
は、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
な
ど
異
教
徒
の
王
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る（
E
dw
ard W
illiam
 L
ane, 
A
rabic-E
nglish L
exicon
, pp. 1856-7 ）。
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は、
特
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
を指すのに用いられる。
（
62）
al-Furuntīra. キ
リ
ス
ト
教
徒
勢
力
と
ム
ス
リ
ム
勢
力
と
の
境
域。
お
そ
ら
く
現
代
ス
ペ
イ
ン
語
で「
国
境
」「
辺
境
」
を
表
す
frontera
と
同
根
の
語
が
ア
ラ
ビ
ア
語
化
し
た
形。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
フ
ル
ン
テ
ィ
ー
ラ
を「
半
島
南
部に東西にまたがるコルドバ、
セビーリャ、
トレード、
ハ
エ
ン
の
平
地
」
と
述
べ、
ガ
リ
シ
ア
地
方
や
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
と
並
び
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
領
土
を
構
成
す
る地域
と見なしている（註三参照）
。
（
63）
G
harb al-A
ndalus. コ
ル
ド
バ
の
東
方
に
位
置
す
る
ア
ル
ホ
ー
ナ
は
地
図
で
見
る
限
り、
ア
ン
ダ
ル
ス
西
部
と
は
認
め
が
た
い
し、
一
般
に
ア
ン
ダ
ル
ス
で
al-G
harb
と
言
っ
た
場
合、
セ
ビ
ー
リ
ャ
以
西、
と
り
わ
け
現
在
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
方
面
を
指
す。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
も
同
節
の
別
の
箇
所
で「
セ
ビ
ー
リ
ャ
と
ア
ン
ダ
ル
ス
西
部
」（
al-Ta
rīf, 
p. 8 ）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る。
シ
ャ
ッ
ダ
ー
デ
ィ
ー
が
こ
の
箇
所
を「
ア
ン
ダ
ル
ス
東
部
A
ndalus oriental 」
（
A
utobiographie
, p. 56 ）
と
訳
し
て
い
る
の
は、
以
上
を
ふ
ま
え
て、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
を
Sharq al-A
ndalus
の
誤
記
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
『
歴
史
序
説
』
の
ア
ン
ダ
ル
ス
地
理
を
解
説
し
た
箇
所
で
は、
東
部
ア
ン
ダ
ル
ス
が
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
と
す
る
地
中
海
沿
岸
地
域
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
一
方、
ア
ル
メ
リ
ア
や
バ
ー
サ
の
よ
う
な
ア
ル
ホ
ー
ナ
の
さ
ら
に
東
に
位
置
す
る
町
も
西
部
ア
ン
ダ
ル
ス
に
含
ま
れ
て
いることが分かる
（
Prolégom
ènes, vol. 1, pp. 118-9; 『歴
史序説』第一巻、
一九二―三頁）
。イブン
・
ハルドゥー
ン
は
明
言
し
て
い
な
い
が、
こ
の
地
理
認
識
は
大
河
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
の
源
流
が
あ
る
分
水
嶺
一
帯
を
東
西
の
境
界
線
と
し
て
お
り、
お
そ
ら
く
ア
ン
ダ
ル
ス
の
人
々
の
生
活
感
覚
に
即したものだったと思われる。
（
64）
Ibn al-A
ḥm
ar, A
bū
 ʻA
bd A
llāh M
u ḥam
m
ad ibn 
　
 Y
ūsuf ibn N
a ṣr. イベリア半島最後のアラブ・ムスリム
王
朝、
ナ
ス
ル
朝（
一
二
三
二
～
一
四
九
二
年
）
の
創
設
者
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世（
在
位
一
二
三
二
～
一
二
七
三
年
）。
預
言
者
の
教
友
サ
ア
ド・
イ
ブ
ン・
ウ
バ
ー
ダ
の
末
裔
と
さ
れ
る。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
末
期
の
政
治
的
混
乱
に
乗
じ
て
一
二
三
二
年
に
ア
ル
ホ
ー
ナ
で
蜂
起
し、
ナ
ス
ル
朝
を
創
設
し
た。
一
二
三
七
年（
も
し
く
は
一
二
三
八
年
）
に
グ
ラ
ナ
ダ
を
領
有
し
て
こ
れ
を
首
都
と
し
た（
L
.p. H
arvey, Islam
ic Spain: 
1250 to 1500
, C
hicago: T
he U
niversity of C
hicago Press, 
1990, pp. 20-40; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle 
on
N
a ṣrids
. ）。
（
65）
A
rjūna （
現
A
rjona ）
. コ
ル
ド
バ
の
東
方、
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町。
ナ
ス
ル
朝
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世（
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
）
の
生
地
で
最
初
の
根
拠
地。
一
二
四
四
年
に
カ
スティーリャ王フェルナンド三世に征服された。
（
66）
shūrā. 「
相
談
」「
諮
問
」
と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
か
ら
派
生
し
て、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
君
主
の
諮
問
に
答
え
る
法
学
者
の
集
ま
り
の
こ
と
を
こ
う
呼
ん
だ。
転
じ
て、
こ
の
時
期
の
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
よ
う
に、
王
朝
権
力
が
崩
壊
し
た
際
に
都
市
行
政
を
遂
行
す
る
有
力
者
た
ち
の
協
議
の
場
も
シ
ュ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
た。
王
朝
が
弱
体
化
し
た
際
に
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
都
市
有
力
者
が
自
立
し
て
権
力
を
獲
得
す
る
過
程
に
つ
い
て
は、
『
歴
史
序
説
』
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る。
ま
た、
ド
ズ
ィ
は
『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
か
ら
の
引
用
を
中
心
に、
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
用
例
を
数
多
く
挙
げ
て
い
る（
E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd ed., A
rticle on
shūrā
; Prolégom
ènes, vol. 2, pp. 
267-9; 『
歴
史
序
説
』
第
二
巻、
四
九
五
―
八
頁
; R
einhardt 
D
ozy, Supplém
ent aux dictionnaires arabes, L
eiden: B
rill, 
1881, vol. 1, pp. 799-800 ）。
（
67）
B
anū al-B
ājī. ア
ン
ダ
ル
ス
西
部
の
都
市
ベ
ジ
ャ
B
āja
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
る
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
知
識
人
名
家。
ム
ワ
ッ
ヒド朝支配崩壊後の一二三三／四年、一族のアブー
・
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マ
ル
ワ
ー
ン
は
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
指
導
者
と
し
て
市
政
を
掌
握
し
ム
ウ
タ
デ
ィ
ド
と
い
う
君
主
号（
ラ
カ
ブ
）
を
名
乗
っ
た。
し
か
し、
自
伝
の
す
ぐ
後
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に、
援
軍
と
し
て
導
入
し
た
ナ
ス
ル
朝
の
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
と
対
立
し
て
殺
害
さ
れ
た
（
al-
Ibar, vo
l.4
, p
. 1
7
0
; Ju
an
 M
an
u
el 
　
 V
izcaíno,L
os al-B
ā ŷī al-L
ajm
ī de S
evilla, in M
anuela 
M
arín &
 Jesús Z
anón ed., E
studios onom
ástico-biográficos 
de al-A
ndalus
, V
, M
adrid: C
S
IC
, 1992, pp. 433-465;
　
  al-Ta
rīf, p. 10 ）。
（
68）
B
anū al ―
Jadd. クライシュ族に連なると伝えられる
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
知
識
人
名
家。
一
族
の
ア
ブ
ー・
ア
ム
ル
は、
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
撤
退
後
の
セ
ビ
ー
リ
ャ
市
政
を
掌
握
し
た
が、
住
民
暴
動
の
中
で
一
二
四
六
／
七
年、
殺
害
さ
れ
た
（
al-
Iba
r, vol.4, pp. 170 ―
171; M
anuela M
arín,A
bū B
akr 
Ibn al- Ŷ
add y su fam
ilia, in M
aría Isabel F
ierro B
ello 
&
 M
aría L
uisa Á
vila N
avarro ed., E
studios onom
ástico-
biográficos de al-A
ndalus, IX
, M
adrid: C
S
IC
, 1999, pp. 
223 ―
260 ）。
（
69）
B
anū al-W
azīr. 同じくセビーリャの知識人名家だが、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
か
ら
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
へ
の
王
朝
交
代
期
に
は
西
部
ア
ン
ダ
ル
ス
一
帯
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
な
ど、
政
治・
軍
事
で
も
大
き
な
力
を
示
し
た。
（
L
irola D
elgado ed., 
B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 5, pp. 596-603 ）。
（
70）
B
anū Sayyid al-N
ās. 十
二
世
紀
半
ば
に
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
上
流
の
ウ
ベ
ダ
か
ら
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
移
住
し
て
き
た
知
識
人
名
家。
サ
イ
イ
ド
ゥ
ン
ナ
ー
ス
家
は、
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
同
様
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
に
移
住
し
て
お
り、
ハ
フ
ス
朝
下
で
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た（
L
irola D
elgado ed., B
iblioteca 
de al-A
ndalus, tom
o 5, pp. 296-301; al-Ta
rīf, pp. 12-3 ）。
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